
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
十
七
日
受
領 

答

弁

第

四

号 

   
衆
議
院
議
員
滝
沢
幸
助
君
提
出
國
史
と
國
語
に
關
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
一
〇
第
三
号 

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

竹 

下 
 

登 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
滝
沢
幸
助
君
提
出
國
史
と
國
語
に
關
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

建
国
記
念
の
日
は
、
建
国
を
し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を
養
う
と
い
う
趣
旨
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
国
民
の

祝
日
で
あ
る
が
、
建
国
記
念
の
日
を
祝
う
式
典
は
、
民
間
団
体
が
行
い
、
関
係
府
省
が
こ
れ
を
後
援
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
政
府
が
主
催
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

2 

教
科
書
の
検
定
に
お
い
て
は
、
教
科
用
図
書
検
定
基
準
に
基
づ
き
、
教
科
書
の
記
述
が
客
観
的
か
つ
公
正

で
、
適
切
な
教
育
的
配
慮
が
施
さ
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
検
定
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
は
、
教
科
用
図
書
検
定
基
準
に
照
ら
し
、
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

3 

現
在
、
我
が
国
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
各
学
校
段
階
に
お
い
て
、
そ 



二
に
つ
い
て 

2 

公
用
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
「
公
用
文
改
善
協
議
会
報
告
『
公
用
文
の
改
善
』
に
つ
い
て
」
（
昭
和
二
十 

1 

「
常
用
漢
字
表
」
及
び
「
現
代
仮
名
遣
い
」
は
、
政
府
が
、
国
語
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
て
、
法
令
、
公
用

文
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
放
送
な
ど
、
一
般
の
社
会
生
活
に
お
い
て
、
分
か
り
や
す
く
通
じ
や
す
い
文
章
を
書

き
表
す
た
め
の
漢
字
使
用
の
「
目
安
」
又
は
仮
名
遣
い
の
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
定
め
、
こ
れ
ら
を
一
般
社
会

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
政
府
部
内
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
廃
止
す
る
考
え
は

な
い
。 

れ
ぞ
れ
生
徒
の
発
達
段
階
に
即
し
た
教
育
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
養
う

観
点
か
ら
、
今
後
と
も
そ
の
教
育
内
容
の
改
善
・
充
実
を
図
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
こ
れ
ら
は
、
科
学
、
技
術
、
芸
術
そ
の
他
の
各
種
専
門
分
野
や
個
々
人
の
表
記
に
ま
で
及
ぼ
そ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
表
記
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。 

四 

 



3 

現
行
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
施
行
前
に
お
い
て
は
、
子
の
名
に
用
い
ら
れ
た
漢

字
に
は
極
め
て
難
解
な
も
の
が
み
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
本
人
及
び
第
三
者
に
与
え
た
社
会
生
活
上
の
不
便
は 

四
年
四
月
五
日
閣
議
了
解
）
に
お
い
て
、
「
一
定
の
猶
予
期
間
を
定
め
て
、
な
る
べ
く
広
い
範
囲
に
わ
た
つ
て

左
横
書
き
と
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
、
国
語
審
議
会
の
「
公
用
文
改
善

の
趣
旨
徹
底
に
つ
い
て
」
の
建
議
に
お
い
て
同
様
の
内
容
の
提
言
が
な
さ
れ
、
各
省
庁
に
そ
の
趣
旨
の
徹
底

を
図
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

教
科
書
を
縦
書
き
に
す
る
か
、
横
書
き
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
検
定
上
特
に
基
準
を
設
け
て
い
な
い
。

現
行
の
教
科
書
は
、
各
教
科
・
科
目
等
に
応
じ
て
適
宜
縦
書
き
又
は
横
書
き
と
な
つ
て
お
り
、
指
導
上
特
に

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

な
お
、
国
語
科
の
教
科
書
は
、
縦
書
き
が
慣
例
と
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

既
に
左
横
書
き
が
広
く
実
施
さ
れ
て
お
り
、
縦
書
き
に
統
一
す
る
考
え
は
な
い
。 

五 

 



 

六 

少
な
く
な
か
つ
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
二
十
二
年
に
全
面
改
正
さ
れ
た
現
行
戸
籍
法
に
お
い
て
、
名
に
難
解

な
文
字
を
用
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
ず
る
本
人
及
び
社
会
一
般
の
不
便
を
避
け
る
た
め
同
法
第
五
十
条
が
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
以
来
時
日
の
経
過
と
と
も
に
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
の
制
限
は
、
広

く
社
会
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
、
戸
籍
法
に
よ
る
制
限
を
撤
廃
す
る
考
え
は
な
い
。 




